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第１２分科会 地域協働（午前） 

「事業者の地域活動と協働」 

【コーディネーター】 

滋賀グリーン購入ネットワーク 事務局長 辻博子 

【話題提供者】 

① 「地元河川の清掃活動を通じて工業と農業が共存する地域」 

生駒市北田原工業会事務局 國本明 

② 「求められる環境改善！環境マネジメントシステムは難しくない。意義とその効果」 

NPO 法人奈良ストップ温暖化の会（NASO） 副理事長 井上雅由 

③ 「奈良県の環境政策と連携した事業者の組織的な環境改善活動」 

環境省エコアクション 21地域事務局なら 事務局長 楠下孝雄 

④ 「エコアクション 21 とは何か 伝えたいこと」 

（株）ミスタートンカチ 代表取締役 中村悟 

【会場】コミュニティセンター 

 

辻  ：この分科会で扱う課題は、１点目に、

地域貢献活動などに取り組む企業が一

部の大企業に限られ、広がらないこと。

２点目に、グリーン入札に関心のある自

治体は多いが、実際に導入されている自

治体は少ないこと。本分科会では事業者

の環境への取組の支援とグリーン入札

を進める上での課題と事例を見ていく。

“協働”を「行政による地元企業の環境

対策支援」ととらえて、皆さんと考えて

いきたい。 

 

辻 博子 

 

●話題提供① 國本明「地元河川の清掃活動を

通じて工業と農業が共存する地域」 

北田原工業団地は奈良県の端、生駒市の山手、

大阪・京都との境目にある。自然環境に恵まれ、

アクセスもよい。交通網はここ 10 年で急速に

進むと思われる。最近は大きめの企業が進出し

開発が進んでいる。生駒市は住みやすい街とし

て全国でも上位にランキングされており、市と

しては工業よりも住みやすさに力を入れてき

た。工業地は山の手に作ってほしいということ

で北田原町に企業が集まり、規模が大きくなっ

てきたので工業団地を名乗った。諸問題には企

業ごとに取り組むことになっており、まとまっ

た活動はできていないのが現状である。 

工業会による穴虫川の清掃活動を紹介する。

穴虫川は北田原町の貴重な水源にあたる、幅２

ｍぐらいの河川である。少し前までは蛍が飛ん

でいたが、工業の進出で出なくなり、昔からの

人たちは「変わってしまった」と言う。数年に

１度は川が泡立つような問題も起こった。30

～40 年前から、なんとなくいがみあいもあり

つつも生活者と企業はなんとか棲み分けてい

た。ここでは以前からごみの収集業者の方が独

自に地域の川の清掃活動を続けていた。工業会
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でも何かをしないと地元の方と共存できない

という問題意識があり、地道な活動をとりあえ

ずやってみようと、平成 23 年に川の清掃活動

を始めた。加盟 62 社の半分ぐらいが参加して、

年に１度行っている。みんなでできるだけ人を

集めて川のごみを取る活動から始まった。 

 

國本 明 

 

最初は工業会だけの行事だったのが、今は地

元の自治会や農家、生駒市も参加いただける活

動になっている。始めて３年目の平成 25 年に

生駒市に音頭を取っていただき、河川利用者と

して工業会、水利組合、自治会、生駒市が連携

した取り組みとなった。大きなきっかけとなっ

たのは、北田原工業団地に大きな道路が通るこ

とになったこと。このまま放っておくと問題が

ますますこじれるのではという危惧があった。

そこでみんなで協力していきたいと、「北田原

町地内水質保全連絡協議会」が発足し、集まっ

て問題を出し合おうと始まった。清掃活動の実

施日は、協議会で話し合い工業会にあわせてい

ただく形で平日に行っている。顔を合わせてい

ると交流会を持つようになり、汚れているとこ

ろを綺麗にするという後追いから、川を汚さな

いようにする発想へ変わっていった。これは去

年からの地元による企業訪問に発展した。企業

にとってこれはきついことではあるが、痛いと

ころに踏み込まないと問題の解決にもつなが

らないということで、水利組合など川を汚され

ると困る人の生の声を企業に届けるため、地元

の方が年間 10 社ぐらいを訪問されるようにな

った。水質汚濁の事故には一定のパターンが出

てきているので、そういうところを中心に回ら

せてもらっている。 

北田原工業会は行政が入っている組織的な

団体ではなく、事務局も役員もボランティアな

ので活発な活動はできていない。任期は２年間

であり、引き継ぎをしても現状維持が限度であ

る。しかし、私は 10 年前にも事務局を担当し

たが、その頃は地元の方とのやりとりはトラブ

ル対応が中心だった。今回は清掃活動を通じて

笑顔が見えるようになっていて、自治会の方か

ら困ったことも言いやすく、それなら工業会も

動いてみましょうというように、地道な活動に

よって関係の雰囲気が変わってきたのは大き

なことである。 

なぜそのように変わってきたのかと考える

と、地元や環境をよくしようという気持ちは誰

もが持っているものだ。ごみ収集業者の方が長

年続けてきた清掃活動で持っていた気持ちが、

もともと持っていたみんなの気持ちを刺激し

たのだと思う。今後の継続には問題もあるだろ

う。今も不幸にして事故が起こることがあり、

それは根本的に断ち切れていないのが現状で

ある。先週、北田原工業会の総会で活動報告を

し、今回いこま会議でも報告している。このよ

うに社会にアピールをしていくと下手なこと

はできなくなる。そうやって地域社会に貢献し

ていきたいと考えている。これから国道 163

号線がバイパス化されて交通量が増え企業進

出が予測されている。それに伴い下水道の整備

なども必要になってくる。環境問題に対する企

業の対応はある程度は見えてきているが、行政

などと連携していくのが大きなポイントにな

ると考えている。あわせて地道な活動を続ける

のが一つの軸となると信じて、続けていきたい

と思っている。 
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辻  ：國本さんの笑顔が印象的だったが、こ

の清掃活動は生き甲斐につながってき

たのではないか。 

國 本：はじめは「今年もまたやるのか」と感

じていたが、行ってみると予想外に参加

者が多いのに驚いた。社員も「行ってよ

かった」と言ってくれ、気持ちのいいも

のだと感じた。 

参加者：事業者と行政と市民、参加者の比率は

どうなっているか。 各々の役割が決め

られているのか。 

國 本：参加団体は工業会が 60 社あるので会

社が多い。地元団体は４つ。水利組合や

自治会は年配の方が多い。ただ人数は少

なくても地元をよくご存じなので指示

してもらっている。企業側は修正しない

といけない方、地元は困っている方なの

で、地元側から困り事を出してもらう方

がよい。 

参加者：地元の方は、平日の参加は大変なので 

   はないか。 

國 本：参加者の数を集めるには企業から出す

のが良いので、平日に実施している。地

元からは仕切り役の人に出てきてもら

う。地元では土日にクリーンキャンペー

ンをやっていることを知り、企業からそ

ちらにも参加する人が出るようになっ

てきた。 

 

●話題提供② 井上雅由「求められる環境改

善！環境マネジメントシステムは難しくな

い。意義とその効果」 

1992 年にリオデジャネイロで環境と開発に

関する国際連合会議が開催され、温暖化や生物

多様性など国際的な環境への取り組みのスタ

ートとなった。「環境と開発に関するリオデジ

ャネイロ宣言」では、第４原則に、持続可能な

開発を達成するためには環境と開発を分けて

考えてはだめだということが書かれている。第

８原則は、持続可能な開発および質の高い生活

を達成するために、持続可能でない生産および

消費の様式を減らせとある。第 15 原則は予防

原則で、科学的に確実でないからと取り組まな

いのはだめだということ、予防を原則に危険が

あるなら取り組めということで、この方針はモ

ントリオール議定書に反映されている。第 16

原則は、汚染者負担の原則と環境費用の内部化。

経済活動の費用に環境費用を入れよと書いて

ある。 

環境マネジメントシステムでは人の行動が

環境にどう影響するかを扱ってきたが、見直し

中の ISO では、環境が生物にどんな影響を与え

るかも考えよということが入ってきている。

2010 年タイの洪水のニュース。温暖化の影響

か大洪水となり、工場の多くが操業停止となっ

た。福島原発の事故のニュース。ここから先は

汚染されているので入ってはだめだというこ

とが出てきている。我々が使える地球の範囲が

狭くなることが起こってきている。４月末の生

物多様性のニュース。環境省が希少種として指

定している 89 種に、新たに絶滅危惧種・準絶

滅危惧種としてクロマグロ、ニホンウナギ、ト

ノサマガエル、ハマグリなど 300 種、４倍以上

が指定されることになった。外来種の急増、悪

質業者による乱獲が原因とされているが、それ

だけだろうか。私が子どもの頃にはウナギなど

滅多に食べなかったが、こんなに高くなる少し

前までは「ちょっとウナギ食べにいこうか」、

というような生活になっていたのではないか。

その他の原因も考えねばならない。 

 気候変動、大気汚染、水質汚濁、ごみ、土壌

汚染、すべては結果である。放射能、CO2、NOX、

SOX、油、水銀、カドミウムなどが土壌汚染や

水質汚濁をしていく。これは直接の原因である。

これらを出しているのは工場、店、家庭、発電

所、自動車、ビルなどだが、これも途中経過。

石油・石炭・ウラン・重金属を掘り出したのが
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一番の原因であり、先進国の人の“行動”が一

番の理由。この、人の“行動”を変えていく必

要があるということが、私が考えていることで

ある。 

ISO では「真の原因」を特定することを要求

している。 

環境マネジメントシステム（EMS）は、ISO

委員会がリオ会議に参加していたことから

ISO14001 の規格ができ、企業や大学や組合な

どが取り組むことになった。EMS を取り入れる

と継続的な活動ができる。内部監査があり、第

三者認証がなされ、自浄作用がおこる。決して

難しいことではない。PDCA サイクルで、計画

して実行して点検して見直して少しずつやっ

ていこうというのは、普段の生活の中で誰もが

やっていることである。去年よりも今年、今年

よりも来年、少しずつよくなっていきましょう

というのが考え方の基本だ。 

 EMS で実施するべきことは、ISO でも KES（京

都環境マネジメントシステム・スタンダード）

でもエコアクション 21 でも、規格に明記され

ている。①どこまでやるか、②どのようにやる

か、この２つを決めて実行することだ。 

必要なことは自分たちで決める。CO2 の排出

量を８割減らさなければならないとすれば、ど

こまでどのようにやるかも自分たちで決めな

さいということ。EMS では方針を決定して、現

状を調べ、目標を決めて、達成のための実施計

画を決める。あとは運用して、うまくいってい

るところは伸ばし、いっていないところは見直

して修正する。奈良市の環境基本計画にも

PDCA が入っている。兵庫県も、生駒市も、少

しずつ毎年毎年上がっていくという仕組みで

ある。 

新しく環境だけのシステムを作るのではな

く、既存の仕組みを利用しつつ、必要なシステ

ムを追加しなさいと奈良県のホームページに

は書いてある。取り組んでいて難しくなるのは、

普段の仕事は普段の仕事、ISO の仕事は ISO の

仕事、と分けてしまうからである。例えば自治

体の業務の場合、計画と実施という過程はどの

分野でも実践されているはず。規格に適合する

形で、新たに必要なものを入れなさいというこ

とだ。 

EMS を導入すると、記録が増える、文書が増

えるとよく言われるが、環境保全は確実に改善

する。また、リスクの回避ができる。例えば水

質汚濁では、問題が起こったら次はどうしたら

起こらなくなるかを考えるはず。環境コストは

今どんどん高くなっている。予防が働くことで

コストは低減する。社会全体や行政にメリット

があると思うのは、法令の遵守。すべての規格

の中には“法令の遵守”が入っている。たとえ

ば不法投棄のパトロールなどに社会的コスト

がかかっているが、全事業所が EMS を導入すれ

ば、仕組みの中に法令遵守が入るので、不法投

棄はなくなるはずである。もし第三者認証をと

れば、その仕組みを第三者がチェックする。 

奈良県のホームページには「地域全体の環境

改善につながる“環境へ有益な影響を及ぼす事

業”の推進という自治体独自のもの」があると

して、自治体は一事業所としてだけでなく行政

として必要なことをやりなさい、と書いてある。

私は、自治体も事業者も、本当に自分の仕事の

中で取り組むなら、もう一歩先へ行ってもらえ

たらと思っている。建設業では、廃棄物を減ら

すとしたら、立て替えよりも補修がいい。設計

段階で、省資源設計や化学物質の削減もできる。

材料の歩留まりの向上をすればいいし、製品の

売れ残りを減らせばいい。行政なら、イベント

の際に使い捨て容器や梱包材を使わずリユー

ス容器を使う、などができる。事業にライフサ

イクルアセスメントの考え方を入れる。持続可

能なイベント運営のためのマネジメントシス

テム規格である ISO 20121 もあり、東京オリン

ピックでも採用が決定している。他にも、社会

的な信用を得られるなどの効果もある。効果を

上げるのに大事な点は、それぞれに P・D・C・
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A のそれぞれに PDCA サイクルを回すというこ

と。もう一つは、修正可能な時期に見直すこと。

事業年度終わりの３月に点検・見直したのでは

次に反映できないので、修正がきく時期に行う

ことが必要だ。 

 

井上 雅由 

 

EMS の効果の事例を紹介する。１つ目に、製

造業では電気の使用量が減り、職場の５Ｓが徹

底された。電気の使用量がグラフ化されており、

2011年から2012年にかけて非常に減っている。

機械の電気と照明の電気の系統が一緒に管理

されていたのを、別々に管理することで仕事が

うまくいくようになったという。２つ目に、サ

ービス業の車のバッテリーを扱う会社では、

LED 照明に変更、超過勤務を減らすなどで電気

使用量が削減でき、従業員の意識改革になった

ことを聞いている。３つ目に、小売業でちらし

のサイズを縮小するなどにより紙使用量が削

減された。また、「コープ自然派奈良」では環

境への取り組みをすごくされているが、結果が

どうなっているのかこれまでは把握できてい

なかった。取り組んだ成果を把握するようにし

たところ、組織の状況が分かるようになり、次

の目標を立てやすくなったという。EMS を導入

すると、持続可能な社会で事業者はどういう位

置にあるのか、先々はどうなっていくかという

ことを見通せるようになる。やってほしいのは、

本業の事業活動の中で取り組むこと。そうする

と大きな効果が上がる。 

 

辻  ：EMS は、新しい仕事を増やすのではな

く、本業の中でシステム化して取り組ん

でいけばしんどくないという話が印象

的だった。会場に EMS を構築された企業

の方はいらっしゃるか。始めるときは大

変ではなかったか。 

参加者：エコアクション 21 に取り組んでいる。

最初は、数値を調べ、資料を集めるのが

大変だった。 

辻  ：データをそろえるのは大変だと思う。

専門家の力が必要になってくるのだろ

う。そういう専門家とどう出会い何を頼

むかなど、後のディスカッションで扱い

たい。 

 

●話題提供③ 楠下孝雄「奈良県の環境政策と

連携した事業者の組織的な環境改善活動」 

「エコアクション 21」は環境経営システム

の一つである。事業者の地域活動と協働、行政

とタイアップして事業者がどのように環境経

営を進めるのがいいかということを事例とし

て紹介したい。 

私は「奈良県環境カウンセラー協会」の副理

事長を務めている。環境省の環境カウンセラー

制度に登録しているメンバーが奈良県内に 50

人ほどいる。環境配慮を積極的に進めようとい

う県の方針に基づき、奈良県と協働してゼロエ

ミッションや CO2 削減を進めている。「エコア

クション 21 地域事務局なら」という立場で、

行政と事業者をつなぐ支援を行っている。 

国の環境基本法に基づいて環境基本計画が

あり、それにのっとって県や市町村の条例が策

定されている。奈良県でも「奈良県環境総合計

画」があり、私も地域計画の推進として、企業・

市民・団体で構成されている「奈良県環境県民

フォーラム」の代表を務めている。また奈良県
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との協働事業として廃棄物削減支援、CO2 削減

支援を行っており、節電協議会のメンバーとし

ても行政の応援をしている。 

ゼロエミッション推進計画では、１つ目に、

奈良県くらし創造部景観・環境局が環境カウン

セラーを企業に派遣し、ごみ排出の現状診断を

する。私どもは企業を訪問して診断し、一部コ

ンサルティングを行っている。推進計画の策定

の応援もしている。また、事業者が活動を進め

やすいようにアドバイスをしている。２番目に、

「廃棄物の適正削減のための手引き」として、

県の廃棄物対策課と協働で研修およびテキス

ト作成を行っている。ある製薬会社で EMS の認

証をすると同時にゼロエミッション推進をし

ようということで、大幅な資源の合理化を推進

したという実績が上がっている。廃棄物削減に

ついては、事業者の方は関連の法律などをご存

じない場合もあるので、法規制など３つのテー

マで社員教育を行っており、これまで 80 件あ

まりの実績がある。 

 CO2 削減アドバイザー制度として、省エネや

コスト削減につながるような事業を進めよう

と、我々が直接訪問し、工場内の診断や改善提

案をして、具体的な取り組み方法について共同

研究し、CO2 を減らしていくためのアドバイス

をしている。技術的な生産ラインの改善という

ことになると、環境コンサルタントの活用支援

と、効果的な活動のために環境経営を推進する

ため、ISO14001 やエコアクション 21 を推進し

て、組織的・計測的な取組をすすめていただい

ている。 

 市町村との協働では、環境基本計画の策定や

運用の支援をしている。私は生駒市環境基本計

画推進会議や川上村の推進役を務めている。資

源循環面では十津川村と協働して森林資源活

用の調査を行うとか、奈良市の廃棄物適正処理

講習会の講師をするとか、生駒市では以前にエ

コアクション 21 の環境経営研修会も実施した。

行政と事業者が協働で環境改善を進めるため

の支援をしている。このように、事業者・市民・

団体・行政の協働を進めている。 

 これは環境基本計画の取り組みとして生駒

市で行った事例だが、環境都市いこまの姿を描

こうと平成 19 年から 2 年間かけて環境基本計

画が策定された。「ECO-net 生駒」の活動とし

てホームページに掲載しているので見てほし

い。 

 

楠下 孝雄 

 

環境活動評価プログラムとして認証登録の

仕組みを入れてほしいという要望があり、

ISO14001 国際環境規格とほとんど同じ仕組み

で、事業者に活用しやすい環境マネジメントシ

ステムとして「エコアクション 21 認証登録制

度」が構築された。環境経営においては、品質・

価格・納期・顧客満足という事業者として当然

の条件に加え、環境配慮が必須の条件になった。

地球温暖化、グリーン化、資源循環への取組を

経営に盛り込んでいく必要がある。デザイン、

設計、生産，輸送，使用，廃棄、すべてのライ

フサイクルで環境配慮が必要な時代が来た。事

業者がどういう事業を行いどういう環境影響

を与えているかを設計段階から明確にし、全員

参加で取り組むことが必要になってきた。 

 エコアクション 21 は、まず“自己実行”を

明確にしようと、エネルギーや資源の消費につ

いて、具体的な数値で現状分析をしてもらうも
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のである。次に“環境への負荷の自己チェック”。

石油や石炭、都市ガスの使用量などの基本的な

データをきちんととってCO2の排出量を計算し

ていく。この集計システムは環境省のホームペ

ージにもあり、パソコンで扱える。使用量を入

れるとCO2排出量が自動計算されるなど使いや

すい仕組みになっている。現状分析の次には、

“取り組みの自己チェック”をする。チェック

表は、省エネや新エネの具体的な取り組み方法

が分かる内容で、国の環境基本計画にのっとっ

た内容が一覧でチェックできるようになって

いる。これを使うと事業内容と取組内容に評価

点をつけることができる。重要度の高いものか

ら順番に取り組み、達成すれば次のテーマへと

いうように、分かりやすく取り組みやすい方法

だ。環境効率を向上させるために、資源やエネ

ルギーの投入を減らす、廃棄物の排出を減らす、

製品・サービスの機能を拡大・向上させ、より

付加価値の高いものを提供するようにしてい

ただくという形になっている。 

 環境効率を向上させるための方策は、事業活

動のインプットとアウトプットを見直し、無理

や無駄を探すこと、環境意識を高める、評価す

る、全員の役割を明確にするということをシス

テム的に行うこと。そして問題点の真の原因を

探して分析すること。このように地道な活動を

積み重ね、継続させることがポイントになって

いる。PDCA を回すということは、目標達成が

できなかった場合には、取り組み方法や組織に

問題はなかったかなど、原因を明確にして次へ

進む、ひいては新たな事業や環境目標に挑戦し

ていくというように新しい展開につながって

いく。 

 システム導入のメリットは、まず経営コスト

が削減されてグリーン調達や環境配慮商品の

開発が進むこと。組織的に数値化して計画的に

進めていける。CO2や廃棄物などの削減もでき、

コスト削減ができる上に、環境改善により経営

リスクが低減される。私が取り組んできて重要

だと思うのは、継続的に取り組みが進められる

ということ。システム化しておくと人が変わっ

ても活動がつながる。 

取り組み手順は、地域事務局へ審査を申し込

むと、審査人が派遣され、書類審査を受け、現

場審査を受けて、その結果を判定委員会で判定

されることになっている。OK の判定が出れば、

本部で客観的な判定を受け、中央事務局のホー

ムページに環境活動レポートが公開される。判

定人には環境の取り組み経験や実績が豊富な

メンバーが選定されている。奈良県内の認証登

録企業をいくつか紹介すると、奈良自動車工業

や森田スプリング製作所、三和澱粉、ウインド

ーセンター奈良、奈良ヰセキ販売、ミスタート

ンカチ、奈良スバル自動車など、このように身

近な企業が認証登録されている。 

「グリーン化プログラムモデル事業」は、企

業が一斉にエコアクション 21 に取り組み認証

を取得するものである。ウインドーセンターは

全国セキスイハイムの工場で一斉に、奈良スバ

ル自動車は全国スバルグループで一斉に参加

し、全組織が登録されている。中核となる企業

が関係会社や取引先を集め、エコアクション

21 認証登録に必要な環境活動や評価を推進す

るという方法もある。 

「自治体イニシャティブ・プログラム」は、

自治体（市区町村）が関連の事業者を一斉にエ

コアクション 21 認証登録する仕組み。これに

より、行政内での環境経営がまとまって推進さ

れることになる。事業者・自治体双方にとって、

CO2 や廃棄物の排出削減などを地元で組織的に

進めることによって具体的な効果が上がると

いうメリットがある。近畿地方でも多くの自治

体が、奈良県内では 35社が参加している。 

 

辻  ：幅広い取り組みの報告をいただいた。

グリーン化プログラムモデル事業は、企

業の取り組みを進めていくための手段

として、エコアクション 21 の中の一つ
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なのか。 

楠 下：そうだ。できるだけ幅広く参加しても

らえるよう、前半は一気に基本的な講習

をし、あとは個別に指導して、認証取得

に動いてもらうもの。２段階に分けて行

う。 

辻  ：企業側には、登録料が安くなるなどの

メリットはあるのか。 

楠 下：それはないが、同業者が集まるので意

見交換しやすく、取り組みが具体的に進

めやすくなる。企業が単独で取り組むよ

りも進めやすく、業界のレベルが一気に

上がる。また、これらの環境経営の取り

組みと並行して進める事によりグリー

ン購入やグリーン入札も進めやすくな

るのではないかと期待している。 

 

●話題提供④ 中村悟「エコアクション 21 と

は何か 伝えたいこと」 

自動車修理業メインの会社を営んでいる。保

険会社とお付き合いする中で斡旋されたこと

がエコアクション 21 に取り組むきっかけだっ

た。僕は二代目で、今日の仕事をどうこなして

いくかでいっぱいで、環境のことは正直考えて

いなかった。会社に戻って 15 年ぐらい経った

３年前、自分に代替わりしたときから環境の取

り組みをすることになった。 

環境方針について。実際やっていることを感

覚としてどう受け止めるか。日常業務で携わっ

ていることを発想を変えるとこうなる、という

ように環境方針を作っていった。 

組織概要について。従業員数１桁代の事業所

での EMS の取り組みは少ないと思う。９人のス

タッフの中で責任者を誰にするか考えながら、

必要書類をつくっていった。経理は母親に任せ

ていて、自分が帳簿を見ることもこれまではな

かった。 

現状把握について。CO2 排出量などを数値化

するのは難しかったが、調べたら出てくること

だった。今月使ったのはいくら、先月使ったの

はいくら、ということはわかるが、前年対比の

ように、電気代や水道代などを比較してみるこ

とはあまりなかった。「表をつくりなさい」と

言われると最初は嫌な感じがしたが、この月は

忙しかったがガソリン代はこれだけ使ってい

たのか、というように分析をするいい機会にな

った。 

 

中村 悟 

 

実績と評価について。面倒くさいな、大きい

会社がやればいいのにと思っていたが、表をつ

くっているときに、環境対策とは「使わなけれ

ばいい」ことだ、「使わない」イコール「経費

削減」と発想が転換できた。そこで何ができて

いて何ができていないのかを考えるようにな

った。エアコン温度の設定は、公共施設では理

解もできてきたが、お客さんが来る一般の事業

所では難しい。自動車の運転で燃料費の削減や、

照明の消灯などのように、電気やガソリンを使

わないように進めていった。ちょうどこのころ

廃棄物の分別が求められるようになっていた。

自動車の修理業では廃棄物の分別の取り組み

は少ない。鉄、わた、ガラス、プラスチックな

ど、複合材の分別が難しく、産業廃棄物という

形でまとめることが多い職業形態だった。この

年ぐらいから、アルミだけでも分けてみようか、

と分別を試行するようになってきた。不景気で
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仕事を取りに行くのは労力がかかるが、分別は

今あるものをお金に換えること、という違った

発想でやってみようと考えることができた。 

ミスタートンカチの工場は、２階建てでバス

も入ってくる。車検も整備もできるような形で

仕事している。２階には溶剤回収装置を設置し、

シンナーを再利用して使用量を減らし、コスト

も削減している。屋根には太陽光発電装置。お

金を生みながら、夏場の温度が下がり、作業環

境がよくなる。以前は有機溶剤を使ったものが

多かった塗料も、メーカーからの指導もあり、

環境にも人体にも影響の少ない低溶剤塗料を

使っている。 

取り組みをしながら、最初はとにかく、そん

なことをやる立場ではないのにと思っていた。

しかし、県が取り組みに対して補助を出してサ

ポートする形があり、事務局から時々電話をも

らう中で、徐々に活動を進めるようになった。

すると環境は仕事とリンクすることがたくさ

んあるとわかってきた。例えば幼稚園バスの修

理。車体が古くなると普通は丸ごと交換する。

すべて新品だと 1,000 万円かかるが、部品の取

り替えなら 300～400 万円。新品は材料もエネ

ルギーも新しく必要になるので、これなら環境

にもやさしいよね、と幼稚園と相談して実現し

た事例である。子どもたちは元の新幹線バスが

帰ってきたと大喜びだった。自社は商売として

やっていることだが、その中で環境についても

話をすることができる。 

中古車修理の事例。ぶつかってへこんでいる

ので、通常は修理に出すと部品交換となって

14 万円かかる。それを修理したら 8万 2000 円

で済む。僕らのような工場はもともと下請け工

場といわれていて、上から仕事をいただいて僕

らが直すというのが従来の仕事だった。部品は

メーカーから支給されるため、直してしまうと

メーカーの儲けがなくなる。しかし、僕らは現

物を直し、環境にもやさしく、お財布にもやさ

しく、を実現する。このように事業をしながら、

「環境にやさしく」をどうリンクさせるかを考

えていこうとしている。地域活動への参加もし

ていきたい。 

一般家庭が環境に取り組む時代の次は、零細

企業という時代になってきている。さほど儲か

らないのになぜそんなことをしていられるの

かと思われるかもしれない。商売としては、原

資がなければできない。ただ発想としてどうつ

なげるかということが大きなポイントとなっ

てくる。 

 

辻  ：グリーン購入も、まずは「買わないグ

リーン購入」が第一番にある。修理して

また使うという仕事を通じて「環境にや

さしく」を実践されている。 

参加者：環境活動をしている市民団体で、エコ

アクション 21 のお手伝いをしている。

小さい事業所は毎年取り組むのは大変

だな、これで儲かればいいが…と思いな

がらやっている。市民は満足しているが、

事業者はどこに満足があるのかと考え

ていた。こういうことをやっている会社

だから市民も応援しようと思ってくれ

たらいいと思う。こんな取り組みが周知

されていって、EMS が広がるとよい。発

表に感激している。 

参加者：ごみ問題は住民にメリットがないと実

感を持ってもらえないと感じている。隣

の市ではごみは混合して収集されてい

るのに、本市は分別収集を徹底している。

なぜそんなに分けるのかと市民から朝

から苦情の電話が入る。３、４年前に生

ごみ分別のモニター制度を 50 世帯から

始め、この７月からは全域に広げていく。

住民説明会で、住民にもメリットがある

ことを伝えている。水切り用のバケツ、

一時保管場所を準備しているが、反響が

大きくて予算が足りなくなってきた。

2030 年頃にはごみ処理場が老朽化して
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立て替えが必要となり、400 億円かかる。

それに対し、生ごみを分別して燃やさな

いことで税金が無駄遣いにならないと

いうことを伝えている。本市では毎年５

億円をごみ施設に投入することで、つま

り捨てていることになっている。来年、

再来年以降に、成果が上がったものを発

表したい。小さい会社だけれど頑張って

いらっしゃることに、小さいまちとして

共感したので発言させてもらった。 

辻  ：環境対策は面倒くさいだけで終わって

はいけない。環境に取り組むと地域活性

化にもつながり、かつ儲かる仕組みを作

らないといけないだろう。 

 

●話題提供⑤ 辻博子「滋賀県のグリーン入札

と、企業、民間団体、行政の協働」 

グリーン購入とは、環境に配慮した商品やサ

ービスを選択する、消費行動を通じて世の中を

変えていく活動である。グリーン購入ネットワ

ークでは、「購入の必要性を十分に考慮し、品

質や価格だけでなく環境のことを考え、環境負

荷ができるだけ小さい製品やサービスを、環境

負荷の低減に努める事業者から優先して購入

すること」と定義づけている。 

ポイントの１つ目は、購入の必要性を十分に

考慮すること。買わずに修理して使う、レンタ

ルする、共同利用するなど。それでもやはり買

うことになるなら、２つ目のポイント、品質や

価格を考えて、環境負荷ができるだけ小さいも

のを選ぶこと。３つ目、環境負荷の低減に努め

る事業者から優先して購入すること。 

 グリーン購入法の前文では、「環境物品等の

優先的購入は、これらの物品等の市場の形成、

開発の促進に寄与し、それが更なる環境配慮型

商品の購入を促進する」と、継続的な改善を伴

った波及効果を市場にもたらすことが書かれ

ている。大口消費者である行政や企業がグリー

ン商品を買うと、それが売れるから企業はグリ

ーン商品をつくるようになる。すると市場に多

く出るので、一般の人も購入するようになると

いう形で、スパイラルアップが起こる。グリー

ン購入法の正式名称は「国等による環境物品等

の調達の推進等に関する基本方針」。これは

2001 年に資源有効利用促進法などができたこ

ろに作られた。環境への取り組みには一般的に

リサイクルが多いが、リサイクルするだけだと

大量生産、大量消費、大量リサイクル、大量廃

棄、と一方通行になってしまい環境負荷は減ら

ない。リサイクルされたものを買って使って初

めて、循環の輪ができる。それでグリーン購入

法ができた。これにより、国の機関にはグリー

ン購入が義務づけられた。地方自治体には努力

義務が課された。企業や国民にも一般的責務が

うたわれている。現在、国は 21 分野 220 品目

の特定調達物品を買う際には必ずグリーン購

入の判断の基準を満たしているものを購入し

なければならない。 

国民や企業がグリーン購入をする際には、商

品 Aと Bの比較の際には、値段が同じならどっ

ちが環境にいいかと考える、この程度から始め

ればよい。行政なら、環境配慮型商品とそうで

ないもの、３つの選択肢があるなら、ここまで

の値段なら予算が許すから真ん中の商品にし

よう、という程度から取り組めばよい。 

日本のグリーン購入の歴史は、1980 年代に

神奈川県など一部の自治体や企業での再生紙

の購入運動から始まったが、一過性のキャンペ

ーンだった。1994 年、滋賀県庁が日本で初め

て組織的な取り組みとして「滋賀県環境にやさ

しい物品の購入基本指針」「滋賀県機関で採用

した環境対応製品推奨リスト」をつくった。す

ると県と取引のあった業者が商品の環境配慮

について学び始め、メーカーに働きかけていっ

た。メーカーは滋賀県にヒアリングに来て、当

時はなかった再生紙の紙ファイルや再生プラ

スチックのボールペンなどエコ商品開発のき

っかけになった。大きな市場が動いたため、再



第１２分科会 地域協働（午前） 「事業者の地域活動と協働」 

 

220 

 

生紙など環境に配慮した商品が安くなり、環境

配慮型商品を扱う小売業が増え、新たな環境配

慮型商品が開発されていった。そこに当時の環

境庁が注目し、全国に広めようと呼びかけて、

1996 年に企業や行政など異業種が集まったグ

リーン購入ネットワークという全国組織が設

立された。1999 年には地元でさらなる取り組

みを進めようと滋賀グリーン購入ネットワー

クが設立し、地域が国を動かすような形で

2001 年のグリーン購入法の制定につながって

いる。 

グリーン購入ネットワークは、グリーン購入

を推進する非営利組織であり、広範な産官民の

購入者と供給者によるネットワークである。会

員は全国に 2,500 団体、地域組織が９カ所にあ

り、グリーン購入の普及と情報提供を行ってい

る。滋賀が最初の地域組織で、一般社団法人と

して法人化も唯一果たしている。都道府県別に

会員数を見ると、事業所数が多い東京都が１番

だが、２番目は滋賀県。事業所数は全国の１％

なのに会員が多い。 

グリーン購入は、自分だけでなく、その先を

変えるもの。消費者の購入行動が変わることで、

お店も、メーカーも、と広がることによって世

の中が変わっていく。滋賀グリーン購入ネット

ワークの会員はグリーン購入に取り組み、連携

してグリーン購入を社会に広げる活動をして

いる。会員には環境に配慮する事業者が参加し

ている。組織としてグリーン購入を行うととも

に、組織内の従業員に対してもグリーン購入へ

の啓発をしている。会員数は設立時の倍の約

470 団体。会員の情報交換の場をつくり、フォ

ーラム、セミナー、見学会等を開催している。

一般消費者には環境に配慮した暮らしを広め

るための環境イベントやキャンペーンや出前

講座で働きかけている。会員の思いと活動をつ

なげるために研究会を持ち、展示会への共同出

店、いちおしグリーン商品リストづくり、それ

らを通じて連携が生まれてきている。 

①エコラボはーと・しが 

 事業者が協力してごみを減らそうと始まっ

た活動。コピー用紙の外箱のダンボール箱をな

くし会員企業内で通い箱を使うことにした。こ

れにより紙のメーカーは手間が増え、配達コス

トも上がってしまった。そこで、どうせ高いな

ら付加価値をつけようと、福祉共同作業所に協

力いただき、障がい者の方の賃金を値段にプラ

スして、会員企業に買ってもらっている。買う

ことがごみを減らせて障がい者の雇用を支え

る CSR 活動として展開している。 

②ゼロエミ研究会 

 製造業の会員５社が集まってつくる「ゼロエ

ミ研究会」では、産業廃棄物を共同回収・協働

リサイクルすることで、連携してごみを有価物

に変えるという、一石三鳥にも四鳥にもなる取

組を行っている。まずは軟質プラスチックの共

同回収から始め、次は蛍光灯の共同回収も計画

している。 

③ヨシでびわ湖を守るネットワーク 

 琵琶湖岸にはヨシがたくさん生えている。ヨ

シとは植物の芦のことだが、「あし」は「悪し」

に通じるため、滋賀県では昔から「ヨシ」と呼

ぶ。ヨシは、冬に人の手で刈り取らないと春に

よい新芽が出ない。かつてはヨシを活かす文化

があり、刈り取ったヨシはよしず、よし葺き屋

根に使われていたが、今ではあまり使われなく

なった。冬にボランティアでヨシ刈りに参加し、

そのヨシを配合したコピー紙や名刺を、会員企

業のみんなで買おうという運動が広がってい

る。 

④びわ湖一周「買うならエコ」リレー 

 自治体にはグリーン購入を地域に広げると

いう役割もある。県内すべての自治体が参加し、

啓発パネルを一週間展示する活動をリレーす

る取り組みを毎年行っている。今年で５周目に

なった。 

滋賀県は 1994 年にグリーン購入を開始、紙

類や文具類等もエコマーク（タイプ 1の環境ラ
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ベルであり、日本環境協会による第三者認証を

受けたもっとも信頼の置けるもの）を参考にし

て選んでいる。2006 年からは、それまでの取

り組みを一歩進め、環境配慮事業者から購入す

る「グリーン入札」を開始した。これにより、

県内事業者の環境保全活動の促進を図るのが

真の目的である。県の全機関で、紙、文具、OA

器具、制服等を買うときにはグリーン入札をす

ることになった。グリーン入札には滋賀県内に

本店・支店・営業所のある事業者のうち「環境

配慮事業者」と「GP プラン滋賀登録事業者」

が参加できる。「環境配慮事業者」とは、

ISO14001 の認証取得、その自己適合宣言、KES

の認証取得、エコアクション 21 の認証取得の

いずれかの事業者。しかし、滋賀県と取引のあ

る事業者は家族経営、零細企業が多く、「環境

配慮事業者」に該当する事業者はわずか３％し

かなく、グリーン入札の実施が難しかったため、

グリーン購入実践プラン滋賀登録制度（GP プ

ラン滋賀）が創られることとなった。県の制度

なので無料で登録できる。グリーン購入に取り

組む事業者の裾野を広げ、さらに環境保全活動

の促進を図ることを目的に、滋賀県と滋賀グリ

ーン購入ネットワーク（滋賀 GPN）の協働によ

り創設された。グリーン購入に取り組む事業者

に対するアドバイザー制度をつくりたいと滋

賀 GPN が 2004 年に県に持ちかけたところ、県

が導入を考えていたグリーン入札の仕組みに

使えるかもしれないと話が発展した。事務的な

運営は滋賀 GPN が任されている。登録には、滋

賀県内に本店、支店、営業所があることが条件

で、中小企業者だけでなくどんな団体でも登録

することができる。ただ、グリーン入札に参加

できるのは中小企業等のみ。まずはグリーン購

入の基礎研修を受け、支援プログラムに参加登

録するか、滋賀 GPN に正会員として登録して、

滋賀 GPN から指定されたメニューをこなす。登

録者のメリットは、環境への取組をしたいと考

えていた事業者が無理なく制度にのることが

できる。登録証が発行され、それが環境への取

り組みの証となる。ホームページでも公開され

る。そして、グリーン入札に参加できることが

一番大きなメリット。登録することで滋賀 GPN

に入会にして、それによってさらに環境への取

り組みを進めたり、逆に滋賀 GPN の会員がもっ

と本格的にグリーン購入に取り組みたいと GP

プランに登録したりする場合もあり、相乗効果

が高まってきている。滋賀県と滋賀 GPN の対等

な形でこういった制度をつくり運用している

のは、行政と NPO の協働の先進的なモデルだと

考えられる。 

 滋賀 GPN 会員の声を紹介する。「GPN の活動

は国民的な課題であり、企業も参加しやすい。

参加によって企業イメージの向上につながる」

（小売業）、「会費も安いし（年会費１万円）地

元企業と仲良くなれて、意識の高い担当者には

たまらない魅力がある」（製造業）、「企業とし

て環境への取り組みは必然だが、方法が分から

ない等の企業内部の問題もある。そのような中

で大変助かる団体だと感じている」（社団法人）、

「初めはビジネスチャンスを求めて入会した

のが本音。今は GPN の取り組みそのものに共感

し、かっこよく言うと自分も学び、よりよい地

球環境を引き継いでいくことが今を生きる人

の使命であると考えるようになった」（サービ

ス業）。 

GP プラン滋賀に登録される事業者は、もと

もと県と取引のあるところが多く、取り組まな

いと県が入札に入れてくれないというので、最

初の研修会にはいかにも嫌々の顔をした人が

たくさん来る。しかし、しばらく参加すると皆

さんの顔つきが変わってきて、にこやかに、「私

たちはこんな環境活動をやっています」と自信

を持って話されるようになり、「いいことだか

ら GP プランにもっと多くの人を呼び込むべき

だ、市民さんも入れた方がいいんじゃないか」

というような声も出てくる。 

今回の発表のために、県の物品調達を行って
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いる管理課にヒアリングを行った。滋賀県はな

ぜグリーン入札に取り組んでいるのかと尋ね

たところ、「グリーンな業者を増やすため、グ

リーン購入する業者を増やすため。持続可能な

社会を目指すために、管理課でできることがグ

リーン購入でありグリーン入札だった。環境部

局だけがやっていていいことではない。物を買

う部局すべてにできることだ」と答えた。また、

「グリーン入札に取り組む自治体が少ないの

はなぜか」と問うと、「たぶん滋賀 GPN のよう

な組織がないからだろう。滋賀県では、滋賀

GPN との協働があればこそ、グリーン入札が可

能になっている」とのことだった。しかし、も

しかすると、私たち滋賀 GPN のような団体は、

皆さんの自治体にもあるのではないだろうか。 

 

●総合討論 

参加者：北田原工業団地の清掃活動では、行

政・市民・企業の協働はどこがとっかか

りだったのか。 

國 本：工業会の行事に、市の行政が乗ってこ

られた。市には事故などの問題をなんと

かしてくれという自治会からの苦情が

前からあったらしい。そこで工業会と市

だけで取り組んでは意味がないと、地元

を巻き込んだ協議会ができたのが３年

前だが、下準備に２年かかっている。 

参加者：行政は川が県のものか市のものかと屁

理屈ばかりでなかなか乗ってこない。

我々が動くことによって、また国が環境

への取り組みを求めるようになって、や

っと県がごみ処理のお金を出すように

なるなど動くようになってきた。行政が

動くには、市民がいかに動くか。何年も

かけて行政がじっとしていられない形

をつくることと感じている。 

國 本：私たちも同じような局面にあっている。

草とごみは回収するが泥は回収しても

らえない。市に言って、県に言って、最

終的に土木事務所に言うと、回収はでき

ない、コンクリートが壊れている箇所を

直すなどがあればついでに回収もでき

るがと言われ、解決していない。いま生

駒市では住みやすいまちづくりを進め

ようとしているので、もし工業会や自治

会が前に出て言ってくれたら市の担当

者も動きやすいと言われている。 

辻  ：市民が個人単独で働きかけるよりも、

工業会などの組織が動くのが行政を動

かすには効果的かもしれない。 

参加者：住民主体の再エネや EMS を担当する課

の課長である。市は 2000 年に ISO をと

り、2003 年にその自己適合宣言に移っ

た。1997 年には地域全体で ISO をとる

民間主体の研究会ができ、製造業者 30

社が参加している。地域独自の EMS には

60 社ぐらいが参加していて、市役所も

含めて環境への取り組みはもうやり尽

くした感がある。今日の発表は示唆深い

話だった。企業の横の連携を取っていく

ために、また活動を活発にするためにど

んなことをすればいいかコメントいた

だきたい。 

國 本：工業会は企業の集まりで、温度差はバ

ラバラ。役員もボランティアなのでこれ

以上踏み込んで仕事に影響も出したく

ないのが正直なところ。法人化など、費

用対効果がないと続かないのが課題で

ある。 

井 上：巨大企業でも 10人ぐらいの企業でも、

自分にできることを見つけて、その業種

にあったことをするのが大事。横の連携

は、サプライチェーンを考えるとグリー

ン購入を行うことが大切。環境対策は一

企業や一人ではできないことがほとん

どだが、これだけはみんな一緒にできる

よねという目標を探すのが大事だと思

う。 
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楠 下：認証取得された会社の交流会を定期的

に行うことが大事では。エコアクション

21 の交流会は異業種交流会となる。事

例を紹介しあうと、それが新商品や取り

組みへのヒントになることがある。ISO

の取り組みも毎年進歩していくものな

ので、その情報交換会をできるだけ行い、

お互いに刺激を与えあう。ある企業グル

ープでは熱心な勉強会をしている。県内

でもっと増えれば、グリーン購入や、グ

リーン入札にもつながり、環境経営のレ

ベルアップになると思う。奈良県にもグ

リーン入札の導入を働きかけているが、

零細企業対応で悩んでいる。グリーン購

入を推進する滋賀の取り組みは効果的

だと思う。私たちも行政と協力して継続

して取り組みたい。 

中 村：以前に経営者の団体において同じよう

なことを発表し、EMS はたいそうなこと

ではないと紹介した。そういう場に市の

方と一緒に参加していただくこともい

いことだと思う。また、環境への取り組

みの敷居が低くなるようにするとよい。

例えば認証取得のためのカウンセラー

に頼む費用は県が持ってくれるなど、補

助や何らかの見返りがあると発展につ

ながるのでは。 

辻  ：この分科会には「企業の環境活動

（CSR/CSV）を促進する手段として、グ

リーン入札や環境マネジメントシステ

ム構築支援は有効か」という論点が与え

られている。このテーマはこれまでの話

の中で有効だということがすでにわか

った。もう１つの論点は「住民や企業の

活動を行政がどのように支援・協働すべ

きか」。グリーン入札や環境マネジメン

トシステムの構築を行政が支援するこ

とが有効なのか、そのためにどんな支援、

協働を行政に望むか。 

國 本：私の会社の規模は中小で、グリーン購

入やグリーン入札は会社の中では話も

出たことのないぐらい認知度が低い。話

は違うが、行政から昨日、メンタルヘル

ス制度の案内が来た。いい制度なのに利

用する企業がなく、相談に来る人はほぼ

皆無だという。一歩踏み出すのは企業側

か行政側かわからないが、何かが足りな

い。企業が行政をどう活用していくかは

大きな課題。 

井 上：リオ宣言 16 番に「汚染者の費用負担」

原則がある。これが日本社会で足りてな

いところだ。ごみ袋の有料化でごみは減

る。レジ袋も２円の有料化で減る。税金

がごみ処理に使われることを市民は知

らないから、こういったことが公表され

ることが大事である。環境汚染に課税し、

良いことをやっているところには減税

するという、自治体の規模に応じて仕組

みをつくることが一番だと思う。また、

EMS を各企業が導入すると、法令遵守の

監視のための費用が行政にはいらなく

なるので、先にそちらに投資すればあと

の費用が要らなくなることを考えてほ

しい。 

辻  ：費用の支援は大切だ。ごみを減らすと

いう点では、安いものを売らないことに

すれば良いと私はよく思う。安い使い捨

ての商品が世の中にあるうちはごみが

減らないと感じる。 

井 上：メーカーが物をつくれば、副産物とし

てごみが出る。生産者がごみ処理費用を

価格に転嫁する、そうすると環境影響の

少ないものが安くなり、環境負荷が下が

るだろう。 

辻  ：企業が目に見えないところで損してい

るところは大きいと思う。安くないと買

ってもらえないからとむやみに値段を

下げて苦しくなっているのではないか。 
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楠 下：ECO-net 生駒のテーマの一つに「環境

にやさしいものの売り方買い方を推進

するいこま」があり、スーパーと協働で

ごみを減らそうという取り組みがある。

たとえば売り手が包装材を減らして販

売したくても、買う人がその気にならな

いと事業者が踏み切れない。お互いが意

見をすりあわせて、合意があれば実施し

やすい。どういう売り方をすればごみが

減るか、省エネになるか、具体的な事例

で意見交換をする機会をできるだけ持

つようにしている。平成 26 年６月から

生駒市の全スーパーでレジ袋の有料化

がスタートしたが市民の理解が重要で

あった。お互いの意識のレベル合わせが

大事であり、事業者にも消費者にもメリ

ットがあること、行政にもそこを意識し

て応援していただいた。またグリーン入

札制度はぜひやってほしい。参加のハー

ドルを下げて、何らかの環境のフィルタ

ーをかけることが大事。 

中 村：何ごとも「見える化」ではないか。行

政は良いことをやるだけではなくて、そ

れが見えるようにしてほしい。メリット

が見えるようになれば、一般の企業も市

民も分かるようになる。価格に転嫁する

ことは非常に大切。車がぶつかったら廃

材が出るが、ぶつけられた方が廃棄物処

理費用を請求しても、保険会社は払って

くれない。大きな廃棄物を保険会社が認

めていない。一般市民と保険会社は弱者

と強者、一般市民と行政も弱者と強者か

もしれない。大きい方が小さい方に必要

な情報を見せていけば、もっと変わって

いくのではないか。 

参加者：たぶん日本で初めてだと思うが、本市

では生ごみ回収の取り組みで、生ごみ１

kg を燃やすと CO2が 300g 出るのを市が

買い取り、それを自治会に報奨金で返そ

うとしている。ごみゼロを掲げ、ごみ処

理施設は老朽化しているがハコモノは

もうつくらない。ごみ処理費用のうち

5,000 万円が焼却灰の処理費用だ。生ご

みの量は 20％で残り 80％は資源化でき

る。紙おむつも固形化できる。今はごみ

がお金を生む時代。皆さんに負けないよ

うに、私たちも見える化で還元する。国

に対してものを申していきたい。 

辻  ：企業にも市民にも得になる仕組みがで

きるといい。グリーン入札や EMS を進め

ることは、企業の環境活動を進める上で

絶対的な手段になる。その構築支援を行

政が助けてくれるのはありがたいこと

だと皆さん言われた。環境活動を促進す

るためにグリーン入札を導入すること

がどこの自治体でもまだ進んでいない

と思うが、ハードルを下げて、どこの自

治体でも取り組めるような制度をつく

り、その制度にのっかってきた企業をほ

めて、支援して、そこから物を買うよう

にして、企業の活動がスパイラルアップ

するようにする。それで世の中全体が環

境に配慮した持続可能な社会になって

いくような好循環になればいいと感じ

た。 
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第１２分科会 地域協働（午後） 

「協働の担い手づくり、次世代育成」 

【コーディネーター】 

くうのるくらすの創造舎 代表 南村多津恵 

【話題提供者】 

① 「地域デビューガイダンス～シニア世代のイキイキ！デビューをめざして～」 

生駒市教育委員会生涯学習課課長補佐 錦好見 

② 「環境学習支援の NPO 団体が、仲間を増やしている事例報告」 

NPO 法人すいた環境学習協会 事業開発部担当理事 石橋修作 

③ 「様々な世代でにぎわう遊林会」 

NPO 法人里山保全活動団体 遊林会 事務局長 泉浩二 

④ 「『かたの未来の里づくり講座』を通じて自然環境部員の倍増」 

交野環境基本計画推進会議（交野みどりネット）自然環境部会 部会長 入江豪宣 

【会場】コミュニティセンター 

 

南 村：“食う・乗る（自転車）・暮らす”、で、

暮らし全体をエコに変えていこうとい

う提案や、市民活動の支援をする活動を

する個人事務所を営んでいる。私は環境

の市民活動を始めて今年で 20 周年。環

境 NGO で働いた後、滋賀県、また NGO、

大阪府交野市で働くというように、NGO

と行政を行ったり来たりしながら、それ

ぞれの立場で協働に取り組んできた。こ

の分科会は他とは違い、市民の参加が多

い。住宅都市ではこれから、現役時代に

地域とのつながりが薄く、地域に居場所

を持てないリタイア男性がますます増

える。地域の活動団体では、担い手不足

やメンバーの固定化などの問題を抱え、

特に若年層や現役世代の参加不足に悩

んでいる。行政にとって、協働事業の担

い手確保や育成は、職員の削減等を考え

ると避けて通れない。地域住民の活力を

生かして地域活動を盛り上げ、地域の課

題解決につなげるために、市民協働です

すめる事業の担い手づくりについて、皆

さんと一緒に考えていきたい。 

 

南村 多津恵 

 

●話題提供① 錦好見「地域デビューガイダン

ス～シニア世代のイキイキ！デビューをめ

ざして～」 

職業人として長年活躍した方が退職されて

地域に戻られ、これまでやりたかった夢を叶え

る、あるいはこれからの人生設計を考える機会
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が出てくる。そこで地域活動をやってみようと

思ったときに、子育て中のお母さんが初めて公

園に出ることを「公園デビュー」ということに

なぞらえて、「地域デビュー」という言葉が出

てきた。退職を迎えられた方の中には体力も気

力も旺盛で、これまで培われた経験や知識もあ

ふれている方が多い。生駒市は人口 12 万 893

人、そのうち 65 歳以上が 3万 282 人で 25％ほ

ど、60 歳から 64 歳の方を含めると人口の約

32％を占めるので、これらの世代の方々が元気

にボランティア活動をすることで地域愛やつ

ながりを深め、充実した暮らしをしていただき

たいと、主に退職された方を対象と考えて、平

成 26年度に初めて本事業を開催した。 

昨年６月１日、生駒駅前のたけまるホールに

て入場無料で全体会を行った。まず「デビュー

ガイド」として本市の職員が、地域のまちづく

り現場に出たときの心構えやマナーの紹介を

した。その後、フリーパーソナリティ（元毎日

放送）の角淳一さんに「笑って楽しく生きてい

く」というテーマでユーモアいっぱいに講演い

ただき、ホールが超満員になった。それから角

さんとボランティア活動を実践されている皆

さんと市長が対談を行い、ボランティアの動機、

やりがいや楽しみ等の話をした。印象に残った

のは、こういう事業やイベントに参加される方

は地域につながろうとされている方なので問

題ない、退職されてから家に引きこもっている

方をどのようにまちに出てきていただくかと

いう課題が残るという話だった。次にガイダン

スとして、市や各団体の取り組みを 10 種類ほ

ど５分間ずつ紹介した。市民活動推進センター

の職員がバスガイドに扮し、少しでもボランテ

ィアの確保をしていこうと趣向を凝らした。そ

の後、ホールのロビーや研修室などで、団体や

機関がブースを設けて会場に参加された方を

呼び込み、ボランティア登録をしていただくよ

う熱心に説明していただいた。 

事業の結果は、全体の参加者は 946 名で大盛

況だったが、各ブースをのぞいた方が 322 名、

参画団体は 13 団体だった。角さんの出番が終

わったら満足して帰る方が半数ぐらいいて、意

図していたようにブースをのぞいて自分のボ

ランティア先を検討する方が少なく、課題とし

て残った。事業後に本イベントに参加されてい

た方を追跡すると、ボランティアへの新たな登

録件数は 10 件、登録先は福祉の取り組み、

ECO-net 生駒（生駒市環境基本計画推進会議）、

生涯学習の人材バンク、ふるさとミュージアム

（博物館類似施設）、スポーツのリーダーバン

ク、市民活動推進センターの登録団体など。後

日に地域デビューガイダンスの第２弾として、

「ボランティア体験バスツアー」を市民活動推

進センターで２回開催した。参加者はのべ 21

人で、これをきっかけに登録をしていただいた

方はまだないという報告を受けている。 

 

錦 好見 

 

今後の課題は、ボランティアの登録数を増や

すこと。退職者が地域デビューしやすい時期に
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行う、ターゲットを絞って定年退職を迎えた方

に合わせるようにする、あるいは若い方でも年

間を通して登録できるような形を作り PR し、

参加しやすい環境づくりをすること。また内容

の充実も課題である。やる気を引き出すような

手法、ボランティア実践者の方の「こんなこと

がおもしろかったよ」などの体験談を多く取り

入れるとか、ボランティア体験をするコーナー

をつくるとか、工夫していく余地はあると考え

ている。参画する団体も増やして、まちづくり

の担い手を少しでも多く獲得していきたいと

思っている。この後の事例報告や、参加されて

いる皆さんの活動も参考にさせていただき、今

後の改善につなげていきたい。 

 

●話題提供② 石橋修作「環境学習支援の NPO

団体が、仲間を増やしている事例報告」 

NPO 法人すいた環境学習協会（SELF）の活動

のベースになっているのは、「学びから行動へ」。

平成 14 年 11 月に吹田市が設立した「すいたシ

ニア環境大学（SGC）」の受け皿が、すいた環境

学習協会である。母体になる SGC では、55 歳

以上の吹田市民より学生を選抜し、校長は吹田

市長である。1年後には卒業生が「環境（エコ）

の語り部会」をつくり、NPO をつくって府から

法人認証を受け、１期生・２期生の間にベース

を固めていった。１期生から 13 期生まで、現

在約 190 名が SELF の組とクラブで活躍してい

る。SGC 入学者数と累計を見ると右肩上がり。

NPO の傾向は並行か右肩下がりで消滅という

ケースが多いので、不思議がられるところだろ

う。 

SELF の活動理念の根底にあるのが「環境（エ

コ）の語り部」。事業活動のメインは「地域の

環境教育と緑化支援」。NPO 活動で皆さん楽し

くやりましょうというスタンスで、社会貢献活

動を通して交流の輪を広げ、仲間をつくってい

く。 

 環境学習支援事業としては、出前授業と称し

て体験型環境学習の支援で学校へ出向いて先

生をするなど、シニアが楽しんで取り組んでい

る。評判が良く、小学校から高等学校までお声

がかかる。生涯学習支援では、各地域のコミュ

ニティグループから呼ばれ、20-30 人の小さな

会へ出かけている。 

 環境保全を図る活動では、吹田市が持ってい

る非常に大きな緑地を保全する活動や、「花と

みどりの活動」による緑化推進活動。子どもは

生きた竹を切る機会や刃物を持つことがない

ので、楽しんでいる。 

 その他、子どもを健全に育成する事業や調査

研究事業、広報活動事業ではホームページやニ

ュースレター等を通じて、行政や市民の皆さん

にアピールをいつも続けている。普及啓発活動

では、市民参加・協働による緑のまちづくり。

市民環境講座は９年間引き続いて毎年４回、大

学教授ら様々な先生を中心に登壇いただいて

いる。それから、環境教育フェア、ボランティ

アフェスティバル、万博ごみゼロウォーク、イ

オン幸せの黄色いレシートキャンペーン、すい

たマイバッグキャンペーン。夏休み子ども体験

学習講座は吹田市から委託を受けて実施して

いる、非常に人気の高い講座。 

これらの事業を進めているのは“事業グルー

プ”。「SGC グループ」「環境学習グループ」「市

民文化グループ」「事業活動グループ」「事業活

動クラブ」があり、事業活動をすすめる“組”

と“クラブ”が計９つある。これらが横串でコ

ミュニケーションを持ちながら全体を企画し

ている。すいたシニア環境大学（SGC）を運営



第１２分科会 地域協働（午後） 「協働の担い手づくり、次世代育成」 

 

228 

 

しているのは７人の専任メンバーと、市役所環

境部の３名。運営の企画やカリキュラムの作成、

講師との調整など、多岐にわたる業務を行って

いる。これは市からの受託事業である。 

 SGC の特徴は、①入学資格は吹田市内在住・

在勤の 55 歳以上。②受講料は無料。③授業は

年 20 回。④カリキュラムは総合的な環境分野

と体験学習を座学と野外実習で組んでいる。⑤

修学旅行では「あなたが市長」として政策を研

究発表。⑥卒業後は「語り部」に認定して免状

を渡す。SELF への加入を呼びかけると、ほと

んどが入会してくれる。SELF の環境学習支援

や環境保全活動の事業で活動を期待している。

出前授業への対応も、人数が多いのでニーズに

応えることができる。⑦事務局は吹田市環境部

環境政策室で運営を SELF に委託。⑧市は運営

方針を提示しそれに基づきカリキュラム構築、

講座の運営はすべて SELF で担当。⑨市と SELF

の担当者で月 1 回の運営会議で連携について

確認。⑩入学後に班を構成し、班長、編集委員、

レクリエーション委員等を選出。⑪学生の投稿

による SGC ニュースを学生編集委員が毎月発

行。⑫各講座の終了時に振り返りシートを必ず

書いてもらい、学生の理解がどこまで進んでい

るのかをチェックして、次の講座へ反映させて

いる。 

講座の運営には苦労がある。まず、環境に対

する知識や現役時代の活動の豊富な方とそう

でない方が混在している。双方が続けられるよ

うにどうならすかと考える必要がある。運営に

関する不満を訴える方もいる。参加者は 55 歳

から 75 歳と老人なのでかなり頑固で、なかな

か言うことを聞かない。SGC の卒業生がボラン

ティアで運営しているということに理解を求

めている。また、卒業後に何もしたくないとい

う方もいる。講座の中で活動の楽しさを伝える

ようにし、全講座終了後に活動の説明会を行っ

て理解を深めている。グループ活動が苦手な方

もいる。班単位で作業するワークをできるだけ

取り入れ、楽しさが伝わるように修学旅行や一

杯飲む会をやってみるなどの工夫をしている。 

 

石橋 修作 

SGC 運営で自慢できることは、出席率は

90-100％を維持していること。また、修学旅行

で「あなたが市長」としてテーマを渡し、研究

発表をしていただく。たとえば、吹田市には農

業用の溜め池がたくさんあるが、行政は必ず柵

を作る。しかし市民から見れば、自然に親しむ

ためには柵は要らない。あなたが市長でその問

題に直面したらどんな解決策をとりますか、と

いうテーマを出す。発表内容はレベルが高く、

市事務局の講評では毎年評価が高い。自己紹介

のアルバムをつくってみたり、同窓会を何度か

やってみたり、運営スタッフのモチベーション

が非常に高い。 

SGC に応募されるのは“環境”が好きだった

方。社会貢献を通して地域や社会に恩返しした

いとの思いが強い方が多い。苦楽を共にした

SGC で１年間学んだ絆は強く、学びから行動へ

移すのに、卒業後も SELF でまた同じ仲間とし

て活動したいと思う方が多い。これが階段にな
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っている。活動場所を見つけたことで、皆さん

いきいきされている。 

 参加者は現役時代に様々に活躍された人生

の達人の集団である。こういった個性豊かなシ

ニア集団をいかにまとめていくかということ

がポイントである。全員卒業を目指し、単位は

60％を切ると卒業できないので、オプション講

座で救済する。肝心なのは、学生をお客様扱い

しないということ。きっちり学校のルールを守

っていただくために、厳しい扱いをしている。

レベルの高い講座を目標にしており、講師には

その時の話題にあわせて講座をしていただい

ている。また、友達づくりの場を提供すること

を大事にし、講座を通して、期ごと、班ごと、

女子会等の親睦会が自然発生的にできている。

これも SELF のメンバーが増え続ける原因の一

つである。 

 社会人になり、時が経つと共に、親しい友達

づくりは難しくなっていく。また、年をとると

一般的に新たな知識習得には興味を持たない

ようになる。たとえば会社に入り新しいうちは

友だちができるが、そのうちねたみやひがみな

どが生まれ本当の友だちができにくくなる。卒

業するともう新しい友だちはつくれない。奥さ

んは友だちとどんどん遊んでいるのに自分は

ぽつんと何もできていないが、新しい場にエン

トリーする方法がわからない、そういう人たち

を集め、シニア大学の授業を通して知識や新し

い友だちを得、できた友だちと一緒に保全活動

で働きましょうというものである。 

「市民活動の未来を拓くセミナー」にて、「仲

間を増やした事例」として活動を報告した。そ

こで市民活動を実践している人から、「新たな

仲間が得られず、活動メンバーが固定化・高齢

化している」という声を聞いた。SELF がすい

たシニア環境大学を通じて仲間を増やしてい

るのは、「学びから行動へ」をベースに進めて

いることによって、現役時代の肩書きをはずし

ていただき、「社会に貢献したい」というシニ

アの要求に応えたカリキュラムをつくってい

ることだと思う。 

 

●話題提供③ 泉浩二「様々な世代でにぎわう

遊林会」 

工事によって消失の恐れのあった貴重な平

地の森を守るため 1998 年から活動を開始した。

当初は八日市市という人口４万人の小さなま

ち。遠くに山があり、地平線が見えそうなほど

平地が多い。川沿いに横幅が 300m の広い森が

残っているところである。自然保護活動には 

“保護”が多く、たぶん里山の環境保全は少な

い。身近な里山の自然はどんどん木を切って明

るくしてやらないと守れないので、「木を切っ

て森を守る」と始まった団体である。竹も増え

ており、今はたけのこのシーズンなのでみんな

で採って食べたりしている。草原も減ってきて

いるので、「手抜き作業」と称して外来種を根

っこから取り除いている。そんな活動を４年ほ

ど続けると、森を守るだけではなく活かしたい

と市が動きだし、2002 年にネイチャーセンタ

ーを設立「河辺いきものの森」をオープンした。

平地の森で子どもとの距離が近いため、子ども

の環境学習に活用している。自由に森を探検し、

生きものを発見して触ってみたり、料理で刃物

を使ってみたり。保全活動で出てきた木材は、

太いものは薪にできるが、細いものや竹は処分

に困る。ただ燃やすのではなく地元の方にさつ

まいもを作っていただき、芋掘りをして、たき

火の中に放り込んで、その間に１時間、森の中

を探検するというプログラムが人気である。 
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遊林会の活動は、里山保全活動と環境学習の

大きく２つがある。最初に始まった里山保全活

動はボランティア主体で行っている。第４水曜

日、木曜日、第２土曜日に活動し、昨年度は年

間 42 回の活動に 730 人が参加された。環境学

習事業は協働事業として市から受託して総予

算 2,000 万円で実施。スタッフ７人のうち常勤

が５人、遊林会の独自の雇用は２，３人で、県

や市の委託を受けて７人雇用している。遊林会

の有給スタッフと行政の方１人の計８人で、子

どもたちの環境学習を行っている。河辺いきも

のの森というフィールドに来てもらって、年間

250 団体、約 9,000 人の子どもたちにプログラ

ムを提供している。市のネイチャーセンターに

市の方が３人、４日いるが、全員が環境学習の

仕事をされているわけではなく、若いスタッフ

が遊林会と一緒にプログラムのサポートをし

たり打ち合わせをしたりという形で協働して

いる。他と違うのは、実際に木を切って森を守

っている人たちが子どもたちと森で学習して

いるので、細かい対応ができることである。 

活動が始まって 15 年以上経ち、メンバーの

高齢化、固定化という事態が発生している。ま

た、長いこと続けてくるともう伐る木がなくな

ってきたなど様々な問題がある。工夫の１つ目

は、「やりがいがないと続かない」。集まってき

たボランティアの皆さんに「今日はこれをしま

しょう」と指定すると義務的になるので、自分

で作業を極力選べるようにメニューをそろえ

ている。中身での工夫は、土曜日は親子の参加

が多いので、子どもができるメニューや初めて

の人でもできる軽作業を入れている。第４水曜

日・木曜日の活動日は退職者の方が多いので、

機械を使う作業や難しい伐倒作業を多めに入

れている。東近江市は田舎の方が多く、みんな

草刈り機は使える。生駒のように都市型のまち

だと機械を使うのに講習が必要などハードル

が高いと思うが、そこはクリアできているのが

東近江の地域特性。作業の工夫として、食べも

のなど「何かつくる」という楽しいことをして

いる。１回でやりきってしまわないことも大事。

それからお客様扱いしないこと。僕は有給スタ

ッフとしてその日の活動に向けて準備するの

が仕事だが、準備を全部してしまったら来る人

がお客さんになってしまう。たとえば「今日は

もみじの小道で新緑と紅葉が楽しめるように

道を造りましょう、そのために竹を伐りに行き

ましょう」と、あえて残しておく。準備から関

わってもらえるよう、ちょっとずつ仕掛けをし

ている。なおかつ次にする仕事を明確にしてお

く。今度するのはこれとわかると、次回も来や

すいという秘密もある。 

 工夫の２つ目は「楽しくなければ、続かない」。

自然が好きな人、守りたいと思う少数派の人だ

けで自然を守るのはしんどいし大きな活動を

するには無理がある。ミッションは自然保護だ

が、「楽しい」ところを大事にしようとしてい

る。その１つとして、食事に重きを置いている。

旅行のお土産など差し入れも多い。里山なので

野のものも入る。先月はタラの芽の天ぷら、う
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どのきんぴら、三つ葉。こういう食事を作る食

事部隊がすごく大事で、会員の胃袋とともに会

の活動を支えてもらっている。４年ほど前はビ

ールもあった。市の建物であり得ないと視察に

来られた方は言われるが、遊林会の会長は、「自

然を楽しく守るのがミッションなら、楽しめる

要素を入れておかないと続かない」という方だ

った。今は代わりにノンアルコールビールが出

ている。食事を作っている理由は、たいていこ

ういう活動ではお弁当を持って来いと書いて

ある。しかし退職者の方は、お母ちゃんにお弁

当つくってと言うのはしんどいが、弁当を買っ

ていくのはわびしくて嫌だ。だから、ここへ来

たら食べられるということも訴求力がある。夏

は汗だくだくでしんどい活動だが、だからこそ

お昼は１つの屋根の下で仲良く喋りながらみ

んなで過ごしている。 

 親子参加が多い第２土曜には、ちびっこのた

めの簡単にできる活動メニューを準備してい

る。親子の参加を促すには、参加しやすい作業

メニューを準備すること、子どもにもやりがい

をつくること。いきなり“里山保全活動”はハ

ードルが高いので、「楽しいし、子どもも大丈

夫ですよ」と何か一つきっかけをつくるような

仕掛けをしている。「子どもにもやりがいを」

というのは、たとえば里山保全で出た木で炭焼

きをして、できた炭をダンボールに詰めて売る

という作業がある。この箱詰めはちびっこメニ

ューの一つ。一人の人と見て１から 10 まで丁

寧に言ってやれば、子どもも仕事はきっちりす

る。子どもにとっては家ではない第３の社会で、

頑張ったらほめてもらえるというのはすごく

大事な動機になる。 

里山保全を学ぶ環境学習で森を訪れた子ど

もが活動に来てくれるようにもなっている。小

学校４年生の子どもが授業で森に来て、１日自

然体験をする。そのとき「土曜日に里山保全活

動するから来てね」とは伝えていない。だが、

楽しいことをしたと家に帰って話す、それを聞

いておもしろそうと思った親の方が来てくれ

る。だから、子どものハードルを下げて、楽し

いイベントなどをすることが定着率につなが

っていると思う。保護者は、私が自然が好き、

子どもに自然体験させてやりたい、幼児期の自

然体験が大事だと思っている方が、森で体験で

きないかなと連れて来られる。子どもに刃物を

使わせて危険について学ばせたいという方も

いる。そんな保護者の方の思いを、話をする中

でしっかり受け止めて、「それならお兄ちゃん

はのこぎりを使って竹林整備をされてはどう

ですか、そうしたら刃物が学べますよ」とか、

「それなら落ち葉拾いをしませんか、そうした

ら冬の越冬の虫などが見られますよ」とか、き

め細かいサービスで次も来てもらうことを意

識している。お母さんは食事がおいしいから来

てくれる。その方がまた違う方を連れてきてく

れて、連鎖的に広がっていく、横のつながりは

大きく、繰り返していくと若い子どもたちがず

っと来てくれる。もう 10 年ぐらい来てくれて

いる子どもが大学生になって、部隊リーダーと

して育ってきた。 

 

●話題提供④ 入江豪宣「『かたの未来の里づ

くり講座』を通じて自然環境部員の倍増」 

交野みどりネットの設立前に、市民参画で交

野市環境基本計画をつくる過程が 1 年半ほど

あった。交野みどりネットができて３年、実際

に活動が始まって２年になる。環境基本計画の

推進の母体となるのは、自然環境・エコ生活・

エネルギー・まちづくりの４つの部会である。 
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自然環境分野で環境基本計画作成にあたり

整理された問題は大きく２つ。「竹林の侵食や

樹林の整備不足により、山が荒れている」「川

が豊かでない、川を大切にする気持ちが育って

いない」。こういう問題意識の上で、課題とし

て「市民参加型の楽しい山づくり」「生きもの

が棲みやすい川にする」の２つが考えられた。

この課題に取り組む自然環境部会のビジョン

は、「人々が憩う豊かな自然がある」。具体的に

は、「里山は、生物多様性が保全されていて、

ハイキング・森林浴などの山遊びが楽しめる憩

いの場となっている」「川は、ハヤ、サワガニ、

カワセミなどの生きものが棲みやすく、子ども

が泳げるぐらい澄んだ水が豊富に流れ、市民が

くつろぎ楽しめる場となっている」という状況

がめざす 10 年後の姿であり、これを実現した

いと自然環境部会は活動している。 

交野市の面積は緑が半分ぐらいでどちらか

というと恵まれた地域だと思うが、山が多く急

峻であり、荒れているという問題がある。そこ

で、ビジョンを実現し、課題を達成するための

プロジェクトを４つ作っている。「プロジェク

ト１ 里山を知ろう・里山大好き」「プロジェ

クト２ 実践！里山保全活動」「プロジェクト

３ 山の持ち主と活動団体の縁結び」「プロジ

ェクト４ 生きものいっぱい！豊かな川づく

り」。しかし、現在はまだプロジェクト 1 に手

が着いた段階である。それぞれのプロジェクト

は、ごくごく荒っぽいものだが 10 年間の工程

表を作り、計画期間に何をやるかを考えて進め

ている。４年目にあたる今年はこの工程表を見

直し、必要な修正をかけていこうと思っている。 

 

 

入江 豪宣 

 

まず計画の第１段階、プロジェクトチームの

立ち上げはすぐにできた。「里山保全活動団体

のネットワーク化」は計画ではもう少し早く具

体的に動いていることになるが、２年目以降に

修正して、６年目に調査と考えている。交野に

は先に里山保全活動をしているグループが２、

３あるが、歴史がありそれなりに完結した活動

をしている先行グループに対し、まだ基本がで

きていない我々が声をかけて何ができるか、彼

らにどんなメリットがあるかということがわ

からないので、なかなか進んでいない。私たち

は先行グループと同じような団体を増やして

いこうとしているのではない。あえて環境基本

計画の中に里山保全活動を入れて進めようと

しているのは、今までのような形で役所が市民

団体に任せていては交野の里山を守るのに不

十分だという判断が市としてあったはずであ

る。 

第２段階の環境学習には、里山を学ぶ教育プ

ログラム「かたの未来の里づくり講座」がある。

去年が１年目で、今年から第２期生を集めて進

めている。里山イベントの開催は、実際には観

察会と講座を年に数回、第３段階の市民参加型
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の調査研究についてはまだそこまで手が回ら

ず、今年なんとか準備を進めていきたい。交野

ではこれまで十分な生きもの調査ができてい

ないので、難しいことだが手をつけていきたい。 

「かたの未来の里づくり講座」について。講

座のタイトルを決めるとき、「里山」という言

葉が出てきたが、私自身は山に限らず、川も野

も含めて「里」という形で理解しているので

「山」はつけなかった。自然環境部会の活動の

目的は、「交野市民全員が自然環境に関心を持

ち、活動できる人が増え、実際の活動が交野全

域に広がること」。その人づくりとして講座を

考えている。そのために基礎編と実践編から構

成している。基礎編は、観察会・講演会と「か

たの未来の里づくり講座」の２つである。「か

たの未来の里づくり講座」のねらいは、最初か

ら交野にはこだわらず、基本的かつ普遍的な自

然と環境に関する知識、自然環境保全の考え方

の一端を学ぶこと。別の面では自然環境部会の

活動について部外者、市民の方に説明できる基

本的な能力をメンバーが身に着けることもね

らい。この考えをもとにカリキュラムを考えた。

たとえば交野での生物多様性といった場合に

どういった考え方をすればいいのかを我々は

ある程度は理解している必要があると思うの

で、勉強して対外的に説明できるようになりた

いと考えて講座を組んだ。この回数に大した内

容を盛り込むことは無理であるため、この講座

はごく入り口であるという理解をしている。 

 自然環境保全活動の予備軍として、最初は自

然に興味のある人を増やしたい。そこに参加し

てくれた人が次のステップで講座に来る、そし

て保全活動の実践の方へ移っていく。そのよう

に基礎編と実践編を考えている。各活動の要員

がここで増えていってもらいたい。核となる要

員ができれば、その人が中心となって、交野の

あちこちでまわりに住んでいる方々と一緒に

活動することができる。周囲に住んでいる方々

は部会員になってもらわなくても、都合のいい

ときに参加してもらうということでいいと思

っている。 

 講座を企画する上で留意した点は、①基礎的

な講座の意義・目的・必要性について共通認識

を持つこと。部会発足時の３年前に、部会員が

これらを共通して持つためにどんな内容の講

座が必要かということを確認した。②この講座

を通して何を伝えるか。自然とは何か、交野に

とってどんな保全活動が必要になるか、など。

③講座終了後どのように実践活動につなげて

いくか。講座後も活動を続けるための場をどう

用意していくか。④講座における実習地の確保。

講座だけを聴いていてもぴんと来ないしおも

しろくもないため、実習地の提供を交野市に求

めて確保した。講座の出発時に１カ所、後にも

う１カ所を市から提供を受けている。お寺の雑

木林や市民の方の所有地を使わせてもらうと

か、そんな形でも実習地を確保していっている。

⑤カリキュラムの作成と講師依頼をどうする

か。「大阪自然環境保全協会」に協力と指導を

求めている。大阪自然環境保全協会は 1970 年

代に発足して、90年代から「シニア自然大学」

をスタートさせている。ただ、現在保全協会の

「シニア自然大学」はなく、新しく「自然環境

市民大学」がスタートし、現在は第 13 期。私

は８期生として受講後、スタッフとして３年手

伝っていた。こういった事情で保全協会と話し

やすかったので、カリキュラムの作成や講師の

紹介など指導してもらっている。⑥既存グルー

プとの協力。交野には「里山ゆうゆう会」や「竹

炭の会」などがあり、話をして協力を持ってい
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る。⑦受講生としてどのような層を考えるか。

若い人にも来てほしいので、ウィークデイを避

けて日曜日にしている。中学生からを対象に据

えているがなかなか難しい。今年は人数が少な

いが若い人が多い。⑧４年後には自主運営を実

現する。今はカリキュラムの作成や講師の選択

を保全協会に頼んでいるが、４年後は自分たち

で運営していくという方針で進めている。 

 第１期かたの未来の里づくり講座の内容は、

座学として自然環境の保全の問題、自然の大切

さ、生物多様性との関連を学ぶもの、それから

実際に植生調査をしたり竹を伐ったりするよ

うな実習、さらに講座修了後に活動をする上で

の運営に関すること、たとえば役割分担をどう

するかなど、そういったことを考えて組み立て

ている。そして、交野市環境基本計画との関連

にふれ、交野の川や山をどういったふうに見る

かということを入れている。最後に企画実習と

して、「ふれあいの森」と名付けた市から借り

ている土地で、どんな企画をして実施していく

かを考えている。 

第１期講座の修了生 24名のうち、13 名の方

を活動協力者として迎えることができた。その

他、観察会など講座とは別に入会された方２名

をあわせると３月末の部会員が 22 名、部会員

とはならないが協力者となる方が２名となっ

た。去年の３月末は８人でスタートしているこ

とを考えると倍増している。 

今年４月からの第２期講座は、１期目の反省

をふまえて８回の講座とし、更にプラスα講座

としてより深く交野の自然を知ることを目的

に３回、あわせて 11 回を予定している。それ

でも十分な内容にはならないので、今後も引き

続き考えていかなければと思っている。過去の

２年は活動の基礎から実践へのレールづくり

の段階であり、“石の上にも３年”の今年は、

増えた活動協力者に実践活動の“場“を提供し、

活動を軌道に乗せることが最大の課題である。

計画のステップに乗って進んでいきたいと考

えている。 

個人的に心がけているのは、常にビジョンに

照らした計画の立案・展開と評価、必要なら修

正をしたいと考えている。ボランティア活動に

おいてはいろんな考え方が許容されるべきだ

が、少なくともリーダーはビジョンに大きな共

感を持っていることが必要だ。２点目に、工程

表を意識し、かつ、目標達成のために必要な変

更は適宜実施するよう、柔軟に進めたい。３点

目に、すべての活動において“人を集めるため

には”という意識を持つ。当面ともかくこれを

進めないことには次の段階に思うようには進

めない。４点目に、活動の段階に相応しい組織

改編と部会員の役割分担の明確化。去年の秋に

大幅に組織を変えたが、常に修正しながら進め

たい。最後に、部会の活動方針を全員が共有す

ること。効率的な組織運営、議論は必要。しか

しながら、リーダーが納得できないことをでき

るはずがない。これは自分自身の気持ちの問題

で、解決しなければならないところだと思う。 

 

●総合討論 

南 村：生駒市の地域デビューガイダンスは大

変よい発想だった。実際のボランティア

参加者があまり増えなくて残念だった

ということだが、３人の事例報告を聞い

て、参考になることはあったか。 

錦  ：退職された方を各団体に結びつけてい

くのが事業のミッションだった。各団体

がどのように楽しく進めていっている

か、どんなやりがいを持ってやっている
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かなどをアピールして、地域デビューす

る方に各団体の魅力を伝えられるよう

にしていこうと思った。 

南 村：すいた環境学習協会では、190 人の仲

間を集めるために、丁寧に関係をつない

でいかれたのがすばらしい。何かアドバ

イスがあれば。 

石 橋：吹田の人口は 37 万で逓増している。

大阪の中心まで 15 分で行ける便利なと

ころ。大学が六つあるので昼間人口が多

い。万博のミュージアムセンターなど大

型プロジェクトがどんどん進んでいて、

いま非常に元気がいい。昨年、市長が替

わったのが大きい。私たちの活動の求心

力は、市長がその気になることが一番大

事だと思う。新しい市長は 35 年間、市

の職員だった人であり、環境部の企画室

長を務めた人。シニア自然大学やすいた

環境学習協会は、彼が環境省に出向して

いた時代にアイディアを得てつくって

きたこと。生駒市長の小紫さんとは環境

省で一緒に勉強していたらしい。こうい

う環境問題に思いが深い人でなければ

環境政策を進めるのは難しい。 

南 村：市長のやる気は非常に大事。昨日の全

体会では生駒市長の小紫さんの話を聞

き、こういうやる気の人がトップならい

いなあと感じた。この話は最後でまた扱

いたい。ところで、退職した住民の方は

非常にプライドが高く、付き合いづらい

という話がある。そういう難しい人たち

とどのように上手に付き合っているの

か。 

石 橋：皆さん年を取ってますます頑固になっ

ているので苦労はある。退職者の方はそ

れぞれ経歴があり、自分の専門分野で

様々なことをお話になる方がいる。ある

小学校でビオトープの池づくりをしよ

うとしたとき、図面を引いて学術的に精

密に進めようと、ミリ単位のような監督

をしようとした人がいた。それは意味が

ないと言うとすごく怒った。長年に渡り

たたき込まれた精神はなかなか抜けな

いところがある。会員には９つの組とク

ラブのどこかに所属してもらっている

が、そこで「あの方の話を聞きましょう

よ」というように話を持っていくと、本

人も非常に満足される。要は、上手にお

だてて、プライドを尊重していくことで

はないか。 

参加者：今のお話は参考になった。私の団体に

は頑固なお年寄りがいて、会議が無茶苦

茶になるような発言をされることがあ

る。その方は多くの知識を持っていて、

まともにぶつかったら太刀打ちできな

い。うまく持ち上げて付き合うようにし

ていたら、メールにきちんと返信が来る

ようになったり、変わってきた。 

参加者：すいた環境学習協会では、女性の参加 

   はどのくらいか。 

石 橋：45〜50％は女性である。偉いのは、彼

女らはほとんどみんなメールが使える

ようになり、コミュニケーションがスム

ーズになっていること。女性がパソコン

を使って会の底辺を支えることが一つ

の文化として定着してきた。できません

と言わず、やりなさいということに応え

てくれることが、全体のレベルを上げて

いる。 

参加者：私たち交野みどりネットのエコ生活部
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会はほとんど女性ばかりで、男性が入り

込めない活動になっているような気が

する。この２年の活動の間に学んだのは、

女性からはうるさいなと思える男性が

いても、男性の経験、先を見通す力など、

私たち女性にはない良いものを上手に

活かせばいいのだと思う。うまいことプ

ライドを尊重して付き合っていけばい

いのではないかということがわかって

きたところ。 

石 橋：私たちにも食育クラブがあり、女性が

リーダーではあるが、男性の方が会員は

多い。女性は担ぐのがうまく、料理教室

のスタッフを男性が快く引き受けてい

る。お箸の使い方も教えているのは男性

で、女性の指導に従って行っている。女

性中心でも、おだてれば男性もうまく動

くということではないか。 

南 村：社会で様々な知識や技術を得て退職さ

れた方が、それを活かしたくてうずうず

している場面があると思うが、それをど

のように活かしているのか。 

泉  ：この経歴の人だからこの活動をという

のはそんなにはなくて、特技をちょっと

活かしてもらうという感じ。たとえば鉄

道会社に勤めていた技師の方だと電気

工事に強いので、あそこの配線を見ても

らえないか、のように活動と関係ないこ

とでもお願いすることがある。お昼のと

きの雑談の１コマで、いてくれるだけで

ずいぶんおもしろいことになる。ただ、

自分の話をすれば周囲が引いていくよ

うな空気を作っておけば、空気を読める

方なら次からは仰らないし、読めない方

はだんだん来られなくなっていく。製造

業の出身の方は安全第一で仕事をしっ

かりされるから、親子参加の方には、一

緒に活動をするとものづくりの基本の

姿勢などを学べますよ、というように伝

えていけば、保護者の方の心も動くのか

なと最近思っている。 

南 村：ちなみに石橋さんと入江さんは、現役

時代にはどんなことをされていて、経験

はどう今に活きているのか？ 

石 橋：私は商社で海外が長かった。吹田にほ

とんどいなかったので、市内に博物館や

コンサートホールがあることも知らな

かった。退職して「すいたシニア自然大

学」に入り、そこでいろんな行動をする

中で吹田のことがだんだんわかってき

た。副理事長、理事長を務め、組織の立

ち上げに奮闘した。海外では人が財産の

ようなものだから、現地の人とのコミュ

ニケーションが非常に大事だった。知ら

ない間にコミュニケーションを勉強し

たのかもしれない。 

入 江：私は化学メーカーの研究開発で、プラ

スチックの研究開発をずっと長い間や

っていた。その間に窓際に行かされると

か、２年間は製造部門の担当で部下なし

でやってきた経験もある。ずっと技術関

係のせいかおもしろみがない人間にな

ったかも。だからか「楽しくやる」とい

うことについて非常に苦手で、苦労して

いるところである。人と一緒に仕事をす

る製品開発のプロジェクトリーダーだ

ったり、２年間の部下なしの時代には違

う組織の課長や担当者を集めて話をす

ることもあったから、そういう意味では

人と一緒にやることには非常に慣れて
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いるはずなんだが。 

南村：「専門技能を有する退職者」と言われる

と、なんだか技術者じゃないとだめなの

かとか思ってしまうが、そういうわけで

もない。色んな人が生きる場というのが

あると思うので、それを作っていくこと

だろう。 

石橋：すいたシニア自然大学では、入学すると

きの申請書には前歴は書かない。しかし、

話しているうちに何をやってきたかは

なんとなく分かってくる。たとえば銀行

を卒業した人には、財務をよろしくとお

願いすると、非常に快く受けてくれた。

前歴はなかなか言わないが、何らかの方

法で知ることは大事だろうと思う。 

南 村：環境保全の活動は年配の世代が中心の

ことが多いが、若い世代を取り込んでい

くことが必要である。交野みどりネット

では平日ではなく日曜日の活動にされ

たり、遊林会では平日と休日の活動日で

来る人を分けていた。工夫をもう少し詳

しく聞かせてほしい。 

泉  ：最初は退職者の方が中心になって活動

が始まったので平日の第４水曜日だっ

たが、活動日を増やそうという中で第２

土曜日ができて、もっと活動したいと木

曜日ができた。結果的に来る層が違うの

でそれにあわせてメニューを変えてい

る。しかし平日だから若い人が来ないわ

けでもなく、平日の方が機械を触れてお

もしろいからと半休をとって参加され

る現役世代の方もいる。 

入 江：講座自体は今後も日曜主体になると思

うが、日常の活動は自然環境部会のメン

バーと修了生とで６月から月３回にし

て、場所も 3カ所、皆さん出やすいとき

に来やすいところへ来てくださいとい

うようにしている。今年の講座参加者は

人数が少なくて 16 人だが、若い女性が

２人、男性も１人。今年は母数が減った

わりに若い人の比重が上がっているの

は心強く、うれしい。やはり若い人を考

えると土日かなと思っている。 

石 橋：みどり組は水曜日の午後から、里山ク

ラブは毎月木曜日というように、組やク

ラブでは先に予定を決めてアナウンス

をしている。日が決まるとその時間は他

の予定を空けて顔を出すというように

皆さんはやりくりしているようだ。シニ

アなので活動も講座も土日を避けてす

べてウィークデイにしている。土日は奥

さんがこわいから家を出にくいという

ことで。 

南 村：13 年も続けていると参加人数は減っ

ていくように思うが、すいたシニア自然

大学では参加者は毎年ちゃんと集まっ

ているのか？ 

石 橋：毎年 30 名を募集している。最近は 65

歳まで働くので減る傾向にある。実は今

年 27 年度から方針が変わる。環境部長

のマニフェストに「多くの世代に参加し

ていただける講座にするため、すいたシ

ニア自然大学の対象や講座日程の見直

しをし、新たに『すいた環境サポーター

養成講座』を開講します。受講した方は

吹田市における環境活動の担い手とな

ることを期待します。」とこう書かれて

いる。これまで参加対象が 55 歳からだ

ったのが、18 歳からになる。じゃあ土

日の開催か、そうすると家庭を大事にし



第１２分科会 地域協働（午後） 「協働の担い手づくり、次世代育成」 

 

238 

 

たいシニア男性とうまくあわない、その

議論の最中である。 

参加者：すいた環境学習協会の事務局の構成を

教えてほしい。市との関わりはどうなっ

ているのか。また、13 年続けられる原

動力は何か。 

石 橋：すいた環境学習協会は市とはまったく

関係がない。すいたシニア自然大学は市

が主催である。運営主体が NPO のすいた

環境学習協会となってから、会の運営は

市とは縁が切れている。問題はスタッフ

の全員が無給であること。事務局長は

10 年目だが息切れしており、ボランテ

ィア精神と無給の限界を感じている。13

年続けられているのは、このたび市長に

なった方がキーパーソン。環境省時代に

トレーニングを受けて、吹田市に今シニ

ア環境大学をつくらなければならない

と、それが全国で 1番だったらしい。こ

の方が市長となって、私たちにとっては

非常にうれしいこと。 

南 村：遊林会では、年間 9,000 人の子どもが

森を訪れるということだが、その子ども

たちが次の活動リーダーに育っていっ

ているのか。 

泉  ：遊林会の事業は委託がほとんどだが、

その中でも細々と一年間、自主事業とし

て“森のようちえん”のようなことをし

始めている。３年間で 30 回ぐらい森に

来てくれた子どもたちは森のことが分

かっているので、その子の保護者には積

極的に活動への参加を呼びかけている

が、学校の授業として単発で来る子ども

たちには通じないから言わない。また、

いろんなボランティアがいる中で、「う

るさいから子どもは来るな」という方も

いる。バランスを考えて、これまで子ど

もは少人数でと思っていたが、最近は逆

に、保護者を巻き込む形で子どもの活動

枠をつくってもいいと思っている。子ど

もも活動の戦力になると、ボランティア

の方にも伝えていきたい。遊びながらで

も森の手入れをしてくれたらいいと思

っているが、関係性ができている保護者

の方にしか積極的にはアプローチしな

い。身内の活動にはしたくないが、関係

性のとれている方から誘っていった方

が付き合いは長持ちする。9,000 人の枠

でも、そこから声をかける母集団として

は 50人ぐらい。去年は２組が定着した。

僕が働き始めて 13 年、そのとき小学生

だった子が大学院生になって時間がで

きたので来てくれ、お兄さん役になって

くれる。これからそういう目で小さい子

どもを育てていけたらいいなと思って

いる。そんな生え抜きの子どもは１人か

２人だが。 

南 村：活動の中で子どもが育っていってくれ

るのは理想的でうれしいこと。環境先進

国として有名な北欧スウェーデンでは、

幼い頃から環境教育を受けてきた子ど

もたちが、いま社会の第一線で環境への

取組を進めていると聞く。ぜひそのよう

に子どもたちに森の中で学んで、それを

もって社会に出てもらえたらいいと思

う。 

泉  ：そういう結果ははっきり出ている。子

どもの頃に自然とふれあった、なおかつ、

そのときにいろんなことを教えてくれ

る大人が側にいた、というのが大きな要
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素になっている。だから、環境学習プロ

グラムを受けたから環境を守る子ども

になるわけではないということが分か

ってきて、幼児期の自然体験プラス疑問

に答えてくれる人、博物館の人なり近所

の知恵を持ったおじいちゃんとか、そう

いった人の示唆を受けるのが大事だと

言われている。 

南 村：大事な視点だ。まわりにいろんな人が

いることが子どもの成長にとっては必

要。昔の日本は地域コミュニティがしっ

かりしていて、お隣のおばあちゃんに教

えてもらえたりした。今はそういうもの

が消えているので、人が集まれる場をつ

くることが大切なのだろう。 

南 村：「環境パートナーシップ組織の活動成

果は誰がどのように評価し、活動のレベ

ルアップにつなげていけば良いのか」と

いう論点について、発表者の皆さんは答

えを持っているか。 

入 江：私が感じているのは、協働においては

担当部署だけでなく、「交野市環境基本

計画」と「交野市」と冠するからには、

少なくとも役所の人はみんな計画を理

解しているべきだと。計画に基づいて活

動しているグループがあるなら、それへ

の協力意識を持つように、市長は全職員

に徹底してほしい。そして事業評価は、

市が一緒に入って行うものであるとい

うように思う。評価は協働で行うもの。

両者が評価を一緒にやるということが

必要ではないかと、私は今、強く思って

いる。 

南 村：協働事業の評価は協働で行うものだろ

う。市民だけでも行政だけでも良い結果

は出ない。皆さんの団体では、“事業監

査”はされているだろうか。会計監査だ

けでなく、事業の監査が大事だ。監査の

仕組みを活かして、そこで評価するとい

うやり方がまず一つあるだろう。行政に

も一緒に評価してほしいが、まずその意

識を持ってもらうのが大変であるので、

全庁的に理解を持つようにしてもらわ

ないといけない。活動報告書をつくると

いうことも大事だと思う。報告書には評

価が必ず入ってくるものなので、事業が

やりっぱなしにならずに有効ではない

かと思う。また、評価をするためには当

然、評価の基準となる計画があるという

ことが前提になる。計画がどのようなも

のか、どんな目標を持っていたのかとい

うことがわからなければ評価のしよう

がないので、まずはそれをもって評価を

行うことが大事だろう。計画と目標をき

ちんと立ててそれにのっとり進めるこ

とについては、交野みどりネット自然環

境部会の報告が参考になったと思う。こ

れは大切なことなのにこれまでないが

しろにされてきたところであるので、皆

さんが今後の活動を進められるにあた

って、どんな形ができていくかをまた教

えていただきたい。 

南 村： “首長のやる気”という話が何度も

出てきた。協働については、皆さん苦労

されているところではないか。先ほど石

橋さんの話では、市長が替わってこれか

らいい感じということが伝わってきた。

皆さんのところで困っていることがあ

ったら、聞かせてほしい。 

参加者：昨年に市長が替わり、私たちの団体が
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取り組んでいる協働事業の今のあり方

を見直せという指示が出ている。生駒市

では市長が替わっても方針はそのまま

ということでうらやましいのだが、私た

ちのところは混乱している。先ほど石橋

さんから吹田では環境部長のマニフェ

ストがあると聞きすばらしいと思った。

環境部長ががんばってくれたら、市長が

替わっても続けられる土壌がある。幸い

にして担当課長は、1年はこのまま続け

ていけばいいと言ってくれているが、専

従の事務局はなくなったし、市民があた

ふたといろんな資料をつくったりして

いる。首長が替わり方針が変わるという

ことは本当に大変で、私たちは路頭に迷

っているところである。 

石 橋：民間の場合は社長が替わっても大きな

変化はないが、行政の場合は首長が替わ

るとさあっと変わっていく。要は上が大

切だということだ。あとお金の問題、ボ

ランティア精神と高邁なことを言って

みても、やはり活動にはお金が必要だ。

私たちは助成金などを一所懸命集めて

いるが、市は知らん顔している。行政の

やるべきことを私たちがやっているは

ず。行政がやれば 100 円かかるものが、

私たちがやれば 70 円かもしれない。そ

のお金をこっちへ持ってきて、指定管理

者の扱いをするとか、そんな配慮があっ

ても然るべしではないかといつも思っ

ている。 

南 村：これまでの話を聞いていて思ったが、

私は最近「環境まちづくりの主役は誰

か」と考えている。皆さん、これは誰だ

と思うか。 

石 橋：行政に言わせると、都合良く、市民だ

という。 

参加者：行政だろう。 

入 江：主役は住民で、リーダーが行政では。 

泉  ：リーダーはできれば第三者がいい。公

益性が絡む地域課題で、行政や NPO のど

ちらかなら、お金のことなどが揉める元

になる。第三者的な立場の、公益性を持

った委員会がきっちりと引っ張ってい

ってくれるのであればそれが一番。そこ

が評価の主体となってまっとうな評価

をしてくれたらうれしいと思う。そんな

事例は聞いたことはないが。 

入 江：そういう形をつくるのは行政の役割だ

と思う。活動する上での活動量の主体は

前後するだろうが、このまちがどうある

べきかということを考えるのは、まずは

行政ではないか。そこに市民や民間の意

思が反映されるというのがいいのでは。 

南 村：なるほど。ところで、皆さんは「地域

プロデューサー」という言葉を聞いたこ

とはあるだろうか。“地域をプロデュー

スする”役割の人。滋賀県はもう十数年、

地域プロデューサーを育てるための塾

を開校している。私もその「おうみ未来

塾」の９期生なのだが、1年目に地域で

活躍されている方々の現場を回って勉

強して、２年目には自分たちでどこかの

地域に入って活動を起こしてこいとい

う実習をする。この塾には行政職員の方

も参加されている。地域をプロデュース

するということが、行政の役割ではない

かと私は思っている。首長が替わって協

働がうまくいかなくなったという話が

出ているが、おそらくそういう行政は、
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主役は自分たちであり、行政が引っ張っ

て全てをするのだと思っているのでは

ないか。そうでないところは、市民が主

役で行政が地域プロデューサーだと理

解されているのではないかと感じてい

る。今日は飯田市の方が参加されている

ようだが、 飯田市では公民館の活動を

すごく大切にされていて、見込みのある

職員の方は若いうちに公民館へ派遣さ

れるとうかがったが。 

参加者（長野県飯田市）：飯田市では地域の活

動は住民が主体。もともと公民館が地域

の各地区にあり、公民館活動にデビュー

するのが私は 30 歳ぐらいだったが、公

民館活動を十数年して、60 歳ぐらいに

なったら自治会にデビューする。地域活

動、自治会活動がきわめて活発なので、

いわゆる NPO 活動のようなものは飯田

市にはあまりない。前の前の市長からず

っと、合併してできた市なのでもう四代

前ぐらいから、地域のアイデンティティ

とか地域の誇りとかいうものを絶対に

残すぞと、そのためには地域の活動拠点

をつぶすなと、活動拠点を残してその活

動をサポートするのが私たち行政の仕

事だという方針である。私は環境モデル

都市推進課で住民主体の再エネ活動の

プロデュースをしているが、最終的には

黒子だ。住民が活動するステージをしっ

かり準備するのが仕事である。ただ勘違

いしてはいけないのは、市長が替わって

どうのこうのと言われたが、要は、市長

は市民の代表だということ。皆さん方の

代表が市長。その市長の考え方に沿って

私たちは動いている。たまたま飯田市の

場合は市民活動という分野において、歴

代の市長の考え方がぶれていないとい

うことだ。市長を選ぶのは市民だ。だか

ら市民が市長に文句を言うのは上につ

ばを吐くようなもので、行政マンから言

わせると、私たちはどうすればいいんだ

と困る。 

南 村：今の話は市民側にはとても反省すべき

ことを含んでいる。環境まちづくりでは、

やはり住民が主役なんじゃないかと思

う。住民が首長を選び、その首長がやる

気だったら動くということなので、市民

が首長を選んで行政を育てていかない

といけないのではないか。市民が行政を

育てて、行政は市民を育てる、両方が育

ち合いだと思う。協働というのはお互い

に育ち合う、とてもよい仕組みだと思う

ので、皆さん現場ですごく苦労されてい

るとは思うが、ここは苦労しながらお互

いに育ち合っていくしかないのではな

いか。 

 


